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TECUM 定期研究会 2021/Nov/28

何か、かわった？ 何か、わかった？
TECUM 理事長

長岡 亮介

新規感染者という言葉がしたり顔して？まかり通っている．しかし、一体これ
はどういう意味なのでしょう．
医療の様々な疾患の実験のために何世代にも渡って、しかも微生物学的なコン
トロールによって無菌状態で人工的に繁殖・飼育されている「モデル動物」はと
もかくとして，人間では，生まれて間もない元気なかわいい赤ちゃんですら，何
らかの感染症をもっていることはあるでしょうし，ある特定の感染源の引き起こ
す感染症と別の要因が合併して引き起こす病状の間にある疫学的／統計的な関係
の、より論理的な、より体系的な説明は今後の展開を愉しみに見守りたいほとん
ど未開拓の研究領域でありましょう。一世を風靡した漫画「じゃりん子ちえ」の
主人公の名台詞「遺伝くらい恐い病気はあらへん」を引けば，遺伝はときにバク
テリアやウィルスなどの感染症以上に深刻な症状の決定的要因となり得るものの
一つではないでしょうか。
私達現代人がこの 2年弱の間に学んだ大切な教訓は、近代西洋医療の威力と考
えて来た様々な抗生物質やワクチンが病原性のバクテリアやウィルスを根絶する
どころか、このような微小病原体が容易に「突然変異」を繰り返すことで人類が
開発した抗生物質やワクチンと「共存」し得ること、その意味で近代医療の技術
には、19世紀以来の工学的な技術が 20世紀にまさに露呈したように、深刻で大き
な限界があること、そして、医療技術に関していえば、その技術を巡る私達の知
見が科学的と形容するには、依然としてまだ遠い段階にあること、にも関わらず、
その認識を新たにするほど医療関係の科学と技術が凄いスピードで進展している
こと、などではないでしょうか。
当然のことながら、私達は、生まれたその日から《死に向かって接近している》
という、逃れることのできない宿命を背負って生きています。その宿命から目を
逸すことなく日々を送ることが大切なのではないでしょうか。
そしてより大切なことは、いかなる「新規感染」を恐れることではなく、「感染
者」を自分自身の身近な同胞としていつも心にとめること、不要不急な消費活動
自身は人間の人間に対する人間的な関係の本質ではなく、人間と人間の社会的な
連帯の輪こそが私達のかけがえのない本質であることを忘れないことではないか
と思います。そして「人間的に生きている」ことの、文字通りの意味での有難さ
を考えながら明日に向かって今日を過ごして参りましょう。
そのことだけはしっかりとわ̇か̇り̇、決して安易にか̇わ̇っ̇て̇はなりません！
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